
人
事
異
動
は
、
学
校
の
教
育
活
動
を
清

新
活
発
に
し
、
県
教
育
の
進
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
厳
正
か
つ
公
正
に
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
教
職
員
の
今

後
の
生
き
方
や
在
り
方
に
大
き
く
影
響
す

る
大
切
な
節
目
で
も
あ
り
、
校
種
や
規
模

・
地
域
性
等
の
異
な
る
学
校
で
の
勤
務
経

験
は
、
教
職
員
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
自
覚
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に
密
接

に
関
連
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
一
人
一
人
が
中
・
長
期
的

な
見
通
し
を
も
ち
、
教
職
員
と
し
て
の
一

層
の
成
長
を
促
す
た
め
の
適
切
な
赴
任
計

画
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
健
康
状
態
や
家
族
の
状
況
等
、

特
別
な
事
情
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
の

配
慮
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
も
「
妥
当
性
」
と
「
公
平

性
」
を
基
本
と
し
て
考
慮
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
本
県
及
び
管
内

教
育
の
現
状
や
各
学
校
の
組
織
状
況
等
あ

ら
ゆ
る
実
情
を
踏
ま
え
た
上
で
「
総
合
的
」

に
調
整
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
妥
当
性

平
成

年
度

31

教
職
員
人
事
異
動
に
つ
い
て

の
な
い
自
己
都
合
等
の
事
項
に
つ
い
て

は
、
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

以
下
は
、
島
根
県
教
育
委
員
会
及
び
隠

岐
教
育
事
務
所
の
人
事
異
動
方
針
で
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
文
責

渡
部
）

平
成
三
十
一
年
度
島
根
県
公
立
学
校
教

育
職
員
の
人
事
異
動
は
、
学
校
の
教
育
活

動
を
一
層
清
新
活
発
に
し
、
本
県
教
育
の

進
展
に
資
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
緊

密
な
連
携
の
下
に
、
次
の
各
号
に
よ
り
厳

正
に
行
う
。

１

全
県
的
視
野
に
立
ち
、
適
材
を
適
所

に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
教
員
組

織
が
適
正
な
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
す

る
。

２

へ
き
地
教
育
に
つ
い
て
は
、
そ
の
振

興
を
図
る
た
め
、
優
先
的
に
人
材
を
配
置

す
る
。

３

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
そ
の

振
興
を
図
る
た
め
、適
任
者
を
配
置
す
る
。

島
根
県
公
立
学
校

教
育
職
員
人
事
異
動
方
針

４

管
理
職
教
育
職
員
の
登
用
に
あ
っ
て

は
、
勤
務
実
績
を
十
分
考
慮
す
る
。
そ
の

際
、
勤
務
評
価
を
参
考
資
料
と
し
て
活
用

す
る
。

５

主
幹
教
諭
の
登
用
に
あ
っ
て
は
、
勤

務
実
績
を
十
分
考
慮
す
る
。

６
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、

高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
連
携
に

よ
り
一
貫
し
た
教
育
を
推
進
し
、
教
員
の

資
質
の
向
上
を
図
る
各
校
種
間
の
人
事
交

流
に
つ
い
て
は
、
指
導
力
・
担
当
教
科
等

を
考
慮
し
て
適
正
に
行
う
。

７

同
一
学
校
及
び
同
一
地
域
に
お
け
る

永
年
勤
続
者
に
つ
い
て
は
交
流
を
図
る
。

８

新
規
採
用
は
、
資
質
良
好
で
、
か
つ

教
育
者
と
し
て
の
識
見
と
熱
意
を
有
す
る

者
に
つ
い
て
、
将
来
の
教
員
組
織
の
適
正

化
を
考
慮
し
て
計
画
的
に
行
う
。

９

上
記
の
方
針
に
基
づ
き
、「
平
成
三
十

一
年
度
島
根
県
立
学
校
教
育
職
員
人
事
異

動
方
針
細
則
」
及
び
「
平
成
三
十
一
年
度

島
根
県
市
町
村
立
学
校
教
育
職
員
人
事
異

動
方
針
細
則
」
を
定
め
、
運
用
す
る
。以

上

平
成
三
十
一
年
度
島
根
県
市
町
村
立
学

校
事
務
職
員
の
人
事
異
動
は
、
学
校
の
教

育
活
動
を
一
層
清
新
活
発
に
し
、
本
県
教

育
の
進
展
に
資
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関

と
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、
次
の
各
号
に

島
根
県
市
町
村
立
学
校

事
務
職
員
人
事
異
動
方
針

よ
り
厳
正
に
行
う
。

１

全
県
的
視
野
に
立
ち
、
適
材
を
適
所

に
配
置
す
る
。

２

同
一
学
校
及
び
同
一
地
域
に
お
け
る

永
年
勤
続
者
に
つ
い
て
は
交
流
を
図
る
。

３

新
規
採
用
は
、
資
質
良
好
で
、
か
つ

事
務
職
員
と
し
て
の
識
見
と
熱
意
を
有
す

る
者
か
ら
行
う
。

４

上
記
の
方
針
に
基
づ
き
、「
平
成
三
十

一
年
度
島
根
県
市
町
村
立
学
校
事
務
職
員

人
事
異
動
方
針
細
則
」
を
定
め
、
運
用
す

る
。

以
上

平
成
三
十
一
年
度
隠
岐
教
育
事
務
所
管

内
の
人
事
異
動
は
、
島
根
県
教
育
委
員
会

の
定
め
る
人
事
異
動
方
針
に
基
づ
き
、
各

小
・
中
学
校
の
教
育
活
動
を
よ
り
活
発
に

し
、管
内
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、

関
係
諸
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
、
以
下

の
方
針
に
よ
り
厳
正
に
行
う
。

Ⅰ

教
育
職
員

１

広
域
的
な
視
野
に
立
ち
、
学
校
の
教

員
組
織
が
適
正
な
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮

す
る
。

２

学
校
の
課
題
解
決
と
充
実
し
た
教
育

活
動
推
進
の
た
め
、適
任
者
を
配
置
す
る
。

３

特
別
支
援
教
育
の
推
進
を
図
る
た

め
、
適
任
者
を
配
置
す
る
。

４

中
学
校
で
の
免
許
外
担
当
教
科
を
な

く
す
よ
う
、
教
員
の
配
置
に
配
慮
す
る
。

隠
岐
教
育
事
務
所

人
事
異
動
方
針

５

上
記
の
方
針
に
基
づ
き
、
人
事
交
流

（
内
規
に
基
づ
く
島
前
島
後
間
交
流
、
小

中
県
立
学
校
間
の
交
流
）
を
適
正
に
行
う

と
と
も
に
初
任
者
の
配
置
に
配
慮
す
る
。

Ⅱ

事
務
職
員

１

学
校
の
実
情
と
事
務
職
員
の
育
成
を

考
慮
し
、
適
切
な
配
置
に
配
慮
す
る
。

２

事
務
グ
ル
ー
プ
活
動
の
充
実
の
た

め
、
見
通
し
を
も
っ
た
配
置
に
す
る
。

以
上

十
一
月
二
日
（
金
）、
海
士
小
学
校
が

「
自
他
を
大
切
に
し
て
学
び
合
い
、
意
欲

的
に
行
動
す
る
子
ど
も
の
育
成
」
を
研
究

主
題
に
研
究
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
二
年
生
と
五
・
六
年
生
複
式

学
級
の
道
徳
科
の
授
業
が
公
開
さ
れ
、
研

究
仮
説
に
基
づ
き
二
つ
の
視
点
（
①
「
一

人
一
人
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め
の

授
業
作
り
」
と
②
「
お
互
い
を
大
切
に
し

合
う
集
団
作
り
」）
を
設
定
し
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め
の
取
組
と

し
て
は
、
二
年
生
で
は
、
終
末
で
「
教
員

や
保
護
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
活
動
」
が
、
五
・
六
年
生
で
は
、

展
開
後
段
で
「
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合

う
活
動
」
を
設
定
し
、
自
己
を
見
つ
め
る

平
成
二
十
九
・
三
十
年
度

文
部
科
学
省
人
権
教
育

島
根
県
人
権
・
同
和
教
育

研
究
指
定
校
発
表
会を

終
え
て
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時
間
を
持
つ
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
お
互
い
を
大
切
に
し
合
う
集

団
作
り
の
た
め
に
、
二
年
生
で
は
、「
聞

く
こ
と
」
を
大
事
に
し
た
学
級
経
営
に
努

め
、
児
童
の
つ
ぶ
や
き
や
自
由
に
発
言
す

る
こ
と
を
受
け
止
め
る
取
組
が
、
五
・
六

年
生
で
は
、
終
末
で
「
ク
ラ
ス
を
支
え
て

い
る
友
達
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
紹
介
す
る
取

組
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
る
友
達
を
紹
介
し
た
時
、
紹

介
さ
れ
た
児
童
が
見
せ
た
笑
顔
は
、
ま
さ

に
自
己
肯
定
感
が
高
ま
っ
た
瞬
間
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
海
士
小
学
校
で
は
、
人
権
・
同

和
教
育
の
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

し
、
各
学
年
で
育
て
た
い
力
と
時
期
を
設

定
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、
道
徳
科
の

授
業
が
各
教
科
や
行
事
等
と
関
連
を
も
つ

流
れ
に
な
る
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
新
学
習
指
導
要
領

で
示
さ
れ
て
い
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
充
実
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
保
護
者

や
地
域
へ
公
開
し
て
い
く
こ
と
は
、「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
に
向

け
て
も
有
効
に
働
く
も
の
だ
と
考
え
ま

す
。管

内
の
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
海

士
小
学
校
の
取
組
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で

是
非
活
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責

吉
山
）


